STABLE HOMOTOPY TYPES OF THOM SPACES OF BUNDLES OVER ORBIT MANIFOLDS (S2m+1×S1)/Dp by コウノ, ススム & 河野, 進
Osaka University
TitleSTABLE HOMOTOPY TYPES OF THOM SPACES OFBUNDLES OVER ORBIT MANIFOLDS (S2m+1×S1)/Dp
Author(s)河野, 進
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/39080
DOI
Rights
氏 名
博士の専攻分野の名称
学位記番号
j可 野
博士(理学)
第 1 171 6 
< 4 >
す進すむ
τ仁ミゴf 
学位授与年月日 平成 7 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
理学研究科数学専攻
学位論文名 STABLE HOMOTOPY TYPES OF THOM SPACES OF BUNDLES 
OVER ORBIT MANIFOLDS (S2m+l X S ')/Dp 
(軌道多様体 (S2 m +l X S ')/D p 上のベクトル束の Thom 空間の安定
ホモトピー型)
論文審査委員 (主査)
教授川久保勝夫
(副査)
教授尾関英樹 教授満淵俊樹
論文内容の要旨
空間X と Yの安定ホモトピー型 (s-型)が等しいとは適当な正整数値u と v が存在して sux と s vy のホモト
ピー型が等しいことでX--y と書く。
萎縮射影空間Fp~+k=FP (n+k) /FP (k-1) (F=R , c , H) のふ型に関する分類は完成している。
この過程で， F P (n) 上の標準直線束 ηF の J-像 J (ηF) の位数AF (n) を決めることが大きく寄与している。
実際，自然な写像によって F P ~+k は Thom 空間 F P (n?nF と同相なので次の Atiyah [5 ]の定理が適用できるO
(1) α と β を有限cw-複体X上の実ベクトル束とするとき， J (α) = J (β) ならばXα--xβ.
これより直ちに
(2) k 三 1 (mod AF (n) ならば F P~+k--F P~+l. 
この十分条件は，種々の特性類やコホモロジ一作用素を用いて得られる必要条件にかなり近く，多くの場合に一致
している。この様な，位相群Gによる球面上の線形自由作用の軌道多様体に対して定義された萎縮空間族の s-型に
関する分類問題が，萎縮空間は対応する線形表現の同伴束の Thom 空間と同相であることを利用して，種々考えられ
てきた。本稿では， 2 つの球面上の線形作用の直積が自由である場合に軌道多様体に対して萎縮空間族を定義し，そ
の s- 型について得られた結果を述べることを主目的とするO
V と Uを位数 2 q の二面体群Dq= ({a , b I a q =b 2 ニ abab = 1 } >の表現 d 1: Dq • o (2) と d 2: Dq• Dq 
/<a> ~O (1)の表現空間とする O ただし dl は
(cos (2π/ q) -sin (2π/q) ¥ (1 0 ¥ 
dl(a)=1 l , dl(b)=1 I 
¥sin (2π/ q) cos (2π/q)ノ\ 0 -1 ノ
で与えられる o 次のように定義する:
D m, 1 (q) = D (q) 2 m + 1 , 1 二 (s (Vm+1) xS (U 1 +1))/Dq , 
D ';:~ (q) = D (q) ~ ';;,+ k1 , 1 = D m, 1 (q) / (D m, k ー 1 (q) UD ト 1 ， 1 (q )), 
η(q): (S (vm+l) XS (U1+1) XV) /Dq • Dm , l (q) , 
f (q): (S (vm+l) XS (U1+1) XU) /Dq • Dm , l (q) , 
B~: 1 = J (η( q) -f (q)) E J ( Dm, 1 (q) )の位数，
B~: ~ = J (f (q)) E J ( Dm , 1 (q) )の位数.
-29-
このとき D ','{_\". 1 + k (q) は Thom 空間Dm. 1 (q)n~(q)EBk ， (q) と同相なので(補題 3. 10) , (1)より
(3)n 三 s (mod B~: l)かっ n+k 三 s + t (mod B~: D ならば
D 'i{ .+~.l+k (q) "" D~.+t5.1+t (q) . 
以下 q は奇数とする。このとき，懸垂 s j D ri:k (q) の KO田群は法q 懸垂萎縮レンズ空間と懸垂萎縮実射影空間
の KO 一群に直和分解する(定理 1 )。更に， q が奇素数のとき，懸垂 S j D ri:k (q) の J-群は総で決定した。(定理
2 , 3)0 [16J の結果(命題 3. 20) より
B~: 1 = h (q , 2 m + 1 ), B~: ~ = 2ψ (1) 
従って， (3)より
定理 4. n 三 S (mod h (q , 2 m + 1 ))かっ n+k 三 S + t (mod 2 世( 1))ならば
D ','{_\n.1 +k (q) _:: DT.+t5. l+t (q). 
定理 1 ， 2 , 3 及び S-双対性(補題 3. 13) を利用して， D ','{.\n. 1 + k (q) と D~.+t5. l+t (q) が S-同値であるため
の必要条件が得られる(定理 5)0 q が奇素数の場合には，この条件は十分条件(定理 4) にかなり近く (q 及び 2
の指数の差が多くて 1 )いくつかの場合に一致しているo
[ 5 J M. F. A tiyah : Thom complexes , Proc. London Math. Soc. 11 (1961). 291-310. 
口6J A. Kôno , A. Tamamura and M. Fujii : J-groups of the orbit mani-folds (S2m+l XS1)/Dn by thedihedral 
group Dn , Math. J. Okayama Univ. 22 (1980) , 205-221. 
論文審査の結果の要旨
本論文では，球面の直積上の二面体群の自由作用による軌道多様体に対して萎縮空間の概念、を導入し，群が奇素数
の 2 倍の位数を持つ場合に，それらの懸垂空間の J- 群を決定し，その結果が安定ホモトピー型による分類に有効で
ある事を示している。これらは，安定ホモトピー論の研究に貢献するところ大であり，博士(理学)の学位論文とし
て十分価値あるものと認める。
